
令和３年度受賞

麺のまち「うどんの里館林」振興会

推薦者：館林市長

活動をはじめた時期：平成6年5月

～活動報告～

館林市、館林商工会議所及び館林商工高校と産学官連携
により、館林に根付く小麦文化・麦食文化を子どもたちが
身近に感じられるよう、平成25年3月から館林市内の保育
園及び認定こども園を対象に、年2回程度各園に訪問し、
うどんの調理及び園児への提供を行い、これまでに市内全
16園中15園で食育事業を実施した。

平成31年からは成人式で、地元の邑楽館林産100％の小
麦を館林で創業した日清製粉（株）の協力のもと製粉した
「百年小麦」を使った「百年饂飩（うどん）」を提供して
いる。

令和3年1月には館林市内の小中学校の学校給食で「百年
饂飩」が初めて提供され、振興会会員が給食時に館林の小
麦文化の説明をする等、子どもたちに地域の食文化を根付
かせる食育活動を行っている。

家庭・地域部門
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